
 

 

１月開催の中山芝は２週連続で超高速設定で、 

今日も雨が降らなければ、高速馬場になりそう。 

 

キャリア面で注目したいのは、 

東京や札幌の超高速馬場２０００ｍでの好走実績を持つ馬。 



 

血統面で注目したいのは、キングカメハメハ産駒。 

中山金杯８人気２着ククナ 

初日の出賞９人気３着エルディアブロ 

など、人気薄の激走が目立っております。 

 

他には、キズナ産駒とゴールドシップ産駒が 

確率はともかくとして、人気薄の激走を見せております。 

 

狙いたい穴馬は、距離短縮のキングカメハメハ産駒 

 

◎６番シルキーヴォイス 

父：キングカメハメハ 

母父：ヂュランダル（Ｐサンデー系） 

祖母父：ダンチヒ系 

 

キングカメハメハの当コース距離短縮ローテの成績は 

【２・１・１・２/６】 

複勝率６６.７％ 複回率２０１％ 

（直近３年データ） 

 

初勝利が、超高速馬場の札幌２０００ｍで、 

その次走が昇級戦で６００ｍの距離延長ローテと言う 



酷なローテながらも７人気２着と健闘致しました。 

 

それが仇となり、以降は長い所ばかりに使われておりますが、 

母は中距離重賞活躍馬で、牝系ファミリーからは千直を得意とする馬や 

短い距離で活躍した馬が出ており、体型も中距離馬のもの。 

 

超高速馬場も３戦して２勝２着１回と底を見せておらず、 

距離短縮ローテと相まって、大変身するはず（妄想） 

 

 

ＥＺ－ＷＩＮ競馬予想新聞の評価１位馬 

４番ダノンザタイガーは、ハーツクライ産駒の距離短縮。 

 

当コースにおけるハーツ産駒の距離短縮は３５戦０勝２着２回。 

 

加えて言えば、母は米国の２歳Ｇ１活躍馬でしたが、 

３歳春のＧ３で７着に敗れて引退しております。 

 

早熟家系の典型的な「２歳戦だけお金になる馬」と言う 

可能性を否定する材料が乏しく、ルメール殿が乗らなければ 

バッサリとぶった切っても良さげな存在と考えております。 

 

「小頭数こそ波乱の温床」の格言もございますれば、 



３列目の押さえ評価とさせて頂きます。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連単３頭ボックス 

４番・５番・８番 

 

３連複フォーメーション１７点 

４－５・８－総流し 

 

 

くまもん馬券 

単勝・複勝 ６番 

 

馬連４頭ボックス 

５番・６番・８番・９番 

 

ワイド ６－５・８・９ 

 

３連複流し６点 

６－４・５・８・９ 


